（小学校の例）
第○学年　理科学習指導案
         　　　　　　　　　　　　　　　                                                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和○年○月○日第○校時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○○学校○年○組○名

             　　　　　　　　            　   　       　 　　指導者　 ○○　○○　 印

１  単元（題材）名　「　　　」
２　単元（題材）について
(1)  教材観　※教材の位置付け等を簡潔に書く。
○○○

○○○

(2)  児童観　※児童の学習経験や実態，予想される児童の学習活動等を書く。
○○○

○○○

(3)  指導観　※教材観，児童観を踏まえ，何を意識して指導するかを書く。
○○○

○○○

３  単元（題材）の目標
    ○○○

○○○

４　単元（題材）の評価規準　※「内容のまとまり」を「単元」と置き換えることが可能。
	知識・技能
	思考・判断・表現
	 主体的に学習に取り組む態度

	
	
	


５　指導計画と評価計画（全○時間　本時○／○）　※本時を太線で囲む。
	    
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	評価規準・【評価方法】

	
	１


	
	
	
	

	
	２


	
	
	
	

	
	 ３


	
	
	
	

	
	 ４


	
	
	
	

	
	 ５


	
	
	
	

	
	 ６

 
	
	
	
	

	
	７


	
	
	
	

	
	 ８


	
	
	
	


　　　　重点：児童の学習状況を確認する際，重点とする観点
　　　　　　　知…知識・技能，思…思考・判断・表現，態…主体的に学習に取り組む態度
             ※単元や題材の中で「最適の時期や方法で各観点の評価を行う」こととする。
　　　　記録：○は，備考に記入されている評価規準に照らして，児童全員の学習状況を記録に残す。　　　　　　　無印は，観点別の評価規準に照らして指導を行い，特徴的な児童の学習状況を確認する。
６　本  時
(1) 　目　標

　 　 ○○○

○○○                                                         （評価規準のいずれか）
(2)　展  開
	時間
	学習活動
	指導上の留意点
	学習活動における

具体の評価規準
	評価方法

	　分

　分
　分


	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	
	


 (3)  評価及び指導の例
	「十分満足できる」と判断される状況
	

	「おおむね満足できる」状況を実現するための具体的な指導
	


※青字を消して使用してください。
　詳しい説明は記入例を参照してください。
